




平成 +/年 2月 ,/日受付平成 +0年 +月 ,3日受理
要約 : 材料が異なる -種類の堆肥を用い トウモロコシの初期生育の相違を 地上部窒素含有量 窒素吸収
量と土壌物理性の変化から検討した +/,***aワグナポットに各堆肥を乾物で-2 g10 g++. g+/, g
を施与し 播種後 .週間後に 地上部乾物重と窒素含有率を測定した 地上部窒素含有量と地上部乾物重と
の間には 正の相関関係が認められ 同じ窒素含有量で比較すると 単位乾物重当たりの体積が大きい 比
重が小さい 堆肥を施与した場合の方が トウモロコシの地上部乾物重が大きかった 混和した堆肥の単位
乾物重当たり体積が大きいほど 土壌の空率が増加し トウモロコシの生育量を大きくしたものと示唆さ
れた
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糞敷料残などの固形物である ,**+年 0月 ,0日に堆
肥材料を /*kg用メッシュバッグ 直径 /1 cm高さ 0* cm
容積+/-L商品名タヒロン : 田中産業株式会社製に/*kg
充し +週間毎に切り返しと水分調整を行った 取り出
した堆肥の含水率を 赤外線水分計 FD-0** : 株式会社
ケット科学研究所で測定し水を加えて含水率が 0/に
なるように調整した後 再度 バッグへ充した 切り返
しと水分調整を 1月 -日+*日+1日,.日の計 .回実施









鶏糞堆肥には 鶏糞 -*1 kg殻 .0 kgを材料として用
い ,**+年 .月 +,日に 堆肥材料混合後の含水率が -1
になるよう水を添加し /** kg用メッシュバッグ 直径
++* cm高さ ++0 cm容積 +.+ m- 商品名タヒロン : 田中産
業株式会社製 に充し 堆肥調製を行った バッグ中心
部の発酵温度が低下し 外気温とほぼ同じになった時点
で 手作業による切り返し 同時に水分添加を行い 含水
率を堆肥調製開始時と同じに調整した この切り返しと水
分調整作業を .月 ,1日 堆肥調製後 +0日目 /月 ++日
















ポット 表面積 ,** cm,高さ +3*mm を用い +ポット当
たり /個体栽培した
-種類の堆肥すべてが 乾物当たりの窒素量が ,以下
であったので 使用土壌が /**mLの場合で 堆肥の標準
施与量を /gとした+* +/,*** aワグナポットを使用す
る本実験では使用土壌が -,2**mLであることから堆肥
を乾物としてポット当たり -2g 10g ++.g +/,g施与す
る .区を設けた なお 乾物 -2g当たりの堆肥体積は 搾
汁分離かす堆肥 -0+mL エコトレイ堆肥 +3*mL 鶏糞堆
肥 3/ mLであり 各ポット当たりの堆肥の混合体積割合
は 表 ,の通りである
堆肥と土壌 腐食質火山灰土壌下層土 を混和し トウ
モロコシ 品種ニュデント +*/日 DK/-1 を ,**+年 2
月 ,,日に播種し .週間後の 3月 ,*日に地上部を刈り取
り 乾物重並びに地上部窒素含有率を測定した 地上部窒
素含有率の測定を 堆肥の全窒素測定と同じ方法で行っ
た 各区 /ポットを反復とし ポット当たりの乾物重平均





















り 本実験では 各堆肥から施与後 .週間で無機化する無
機態窒素量を推定するのに最も適した特性値である しか
しながら 今回の実験では この培養発現窒素量を測定し




係では 正の相関関係が認められた 図 , 同じ地上部窒
素含有量では 無機態窒素施与量と同様 搾汁分離かす堆
肥で鶏糞堆肥と比較してトウモロコシの地上部乾物重が大





関関係が認められた 図 - これは 今回供試した堆肥に
含まれる無機態窒素量の比率と 施与後の無機化量の比率
が 偶然にも一致したためと考えられた そのため 無機
態窒素施与量とトウモロコシの地上部乾物重との関係 図
+と地上部窒素含有量とトウモロコシの地上部乾物重と























表 - 地上部乾物重と施与した -要素成分量 ポット当たり
との相関係数
図 + 施与した無機態窒素量と地上部乾物重との関係
グラフ中の縦線は LSD /水準 を示す
図 , 地上部窒素含有量と地上部乾物重との関係
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Di#ering Growth Rates of Corn Seedlings
by the Application of Several Kinds of Compost
Relationship between Seedling Growth
and Physical Condition of the Soil
By
Shigeru HIRANO*
(Received August ,/, ,**-/Accepted January ,3, ,**.)
Summary : In this paper, the dry matter production and the nitrogen content of the top of corn
seedlings were measured after cultivation for four weeks in +//,*** a Wagner pots containing soils
mixed with di#erent volumes of dry compost at -2, 10, ++., and +/, grams, respectively. As a result,
a positive correlation between the dry matter and total nitrogen content in the top was recognized.
Among applied compost carrying the same nitrogen content, corn seedling growth was promoted if
compost with more volume was used. The improvement of soil physical condition by increasing its
aeration seems to promote corn seedling growth in the early stage.
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